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短歌結社 

談論風発の歌会  「型にはまるな」  自由さ次世代へ 

 東山の峰々を望む

京都市左京区のビ

ルの一室。月１度ず

つ、お年寄りから学

生まで約３０人が集

まり、短歌結社「塔」

は、歌会を開く。 

 「リズムがよくない」

「きれいな情景やけ

ど、インパクトがな

い」。互いの歌を巡

り、雅（みやび）やか

な「歌会」のイメージ

とは程遠い批評が飛び交う。熱を帯びると、泣き出す作者もいるという。 

 歌会は歌人にとっての修練の場。だが「歌の作り方を教わるのと違って、読

みを磨く訓練の場」と主宰の永田和宏（６０）は話す。参加者はそれぞれの歌

を巡る様々な意見を聞き、歌の味わい方を学んで、どんな歌がいい歌か、感

覚を研ぐのだという。 

 宮中の「歌会始」の選者と、歌壇では最も権威があるとされる「迢空賞」に永

田は、ともに２００４年、戦後の生まれで初めて選ばれた。 

 京大の再生医科学研究所教授で、高温や汚染などのストレスを受けた細胞

を防御する「ストレスたんぱく質」などの世界的研究者でもある。日本細胞生

物学会長も務めた。 

 〈小さき脳をスライスにして染めているこの学生は茂吉を知らぬ〉 

 二足のわらじをはき続けてきた。 

妻の河野裕子さん（左）と自宅の近くを散策する永田和宏さん。師

の思いを継いで「常に新しい力、若い血を」と、次世代の歌人の育

成に夫婦で力を注ぐ（京都市左京区で）＝大西健次撮影 
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 「塔」創設者で、リルケの研究や翻訳で知られる独文学者だった京都大教

授の高安国世（１９１３～８４）に師事。ただ、歌の詠み方を直接、習うことはな

かった。手取り足取り教えるより、談論風発の歌会を大事にするのが、高安

のやり方だった。 

 

 永田は京都の府立高時代に詠んだ歌が新聞歌壇で特選を取った。京大入

学後、京大短歌会へ。だが、歌会で先輩の口にする批評が、全く理解できな

かった。自信を喪失。会を指導していた高安に「どうしたら、歌がうまくなりま

すか」と尋ねた。「（高安が主宰する）塔に入りなさい」と言われた。 

 「君はちゃんと見たんか」。師事して間もなく、高安にそうたしなめられた。ア

ジサイの花の色が薄れていくという意味の歌をつくった時。「アジサイはだん

だん花の色が濃うなっていくのに」というのだった。 

 「いかにものを見ず、雰囲気だけで歌を詠んでいたか」。恥ずかしくなった。 

 永田は大卒後、食品会社に勤めたが、約５年で辞め、京大の研究員になっ

た。無給。研究と作歌の合間の塾講師で、妻で歌人の河野裕子（６１）と子ど

も２人がいる生活を支えた。その最中の７７年に出した歌集「黄金分割」に高

安が栞文（しおり）を寄せた。 

 「妻子をかかえ、安定のない生活をしながら歌に命を賭ける、ということを一

般的に受け取っても、それは容易でない日々の苦闘を予感させる」と書かれ

ていた。 

 高安を信州にあった山荘まで車で送ったり、高安が６０歳で運転免許を取る

と逆に「お茶を飲みに行こう」とドライブに誘われたり。親密ではあったが、身

の上や暮らしぶりまで立ち入って話すことはなかった。 

 それでも、師はずっと自分を気にかけ、見守っていてくれたのだと、栞文に

永田は力づけられた。 

 〈永田君歌を作れとくりかえし書きし寂しさ高安国世〉 

 後に永田は、師への思いをそんな歌に託した。 

 

編集長は若手  切磋琢磨し  伸びる才能 

 高安は「薬の町」で知られる大阪・道修町の、江戸時代から続く医家の出

身。医師を目指したが、京大に進む直前に翻し、文学を志した。 

 〈かきくらし雪ふりしきり降りしづみ我は真実を生きたかりけり〉 

 文学への思いをそう詠んだ。 
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 母やす子（１８８３～１９６９）

も歌人で、与謝野晶子（１８７

８～１９４２）やアララギ派の

斎藤茂吉（１８８２～１９５３）

の手ほどきを受けた。高安も

２１歳でアララギの会員にな

り、土屋文明（１８９０～１９９

０）に師事した。 

 戦後には苦しい時代もあっ

たとされる。永田の歌集に寄

せた栞文は、愛（まな）弟子に

かつての自らを重ねていたこともうかがわせる。 

 「塔」の創設は５４年。「僕たちは短歌を愛して集まった」と、高安は「発足の

ことば」に記した。「自由な精神の交流を僕たちはここに期待する」と会員に呼

びかけた。 

 師の没後、永田は月刊誌「塔」の編集・発行や結社の主宰を継いだ。 

 「病気になった時、先生は『塔』をやめたいと提案された。強引ではあった

が、私はそれを撤回していただいた。『塔』は高安個人のものではないと、か

なりきついことを言った」。永田は０４年に「塔」創刊５０年記念号で、そう明か

した。「活気のある『塔』を次の世代へ受け渡していくことも、高安先生に対す

る、そして会員に対する私の責任の取り方である」というのだった。 

 

 「短歌を基礎から、教わった」。

吉川宏志（３８）は永田を師と仰

ぐ。 

 宮崎市内の高校から京大文

学部に進む際、国語教師だった

歌人の志垣澄幸（７３）から紹介

を受けて「塔」の門を叩（たた）い

た。 

 永田宅を頻繁に訪ね、短歌総

合誌に寄稿する文章などを見せては突き返されて、書き直した。歌から批評

の仕方まで、まねているうちに師とそっくりになった。 

 だが、やがて「自分は違う」との思いが膨らんだ。９６年に歌壇の芥川賞とさ

れる現代歌人協会賞、０６年には山本健吉文学賞と寺山修司短歌賞を受

賞。「親子と同様、師弟もいつかは距離を取る時期が来るものだと思う」と“師

離れ”を語る。 

若い歌人たちとの歌会を楽しんだ高安国世さん（右奥。左

端は永田さん）＝永田さん提供 

歌会で出された批評をメモする「塔」のメンバー。

様々な意見を歌づくりに生かす（京都市左京区で）＝

伊東広路撮影 
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 「２０代の歌人は全国で１０００人に１人以下と言われるけど、うちは１０％が

２０～３０歳代」と、永田は若さに胸をはる。「若手に歌誌の編集長を任せるの

が塔の伝統。吉川も２０代でやった。リーダーが若いと、若い会員がどんどん

集まって、切磋琢磨（せっさたくま）するから、成長も早い」という。 

 吉川のダブル受賞に続き、今年は栗木京子（５２）が山本健吉文学賞と、芸

術選奨・文部科学大臣賞、迢空賞をトリプル受賞。他にも最近５年で１０人以

上の会員が斎藤茂吉短歌文学賞や角川短歌賞、現代歌人集会賞を次々に

受けた。「塔」はいま歌壇で最も注目される結社でもある。 

 「型にはまるな」。高安は、若い会員と話すのが好きで、いつもそう言った。

「塔の自由な気風はそんな高安さんから受け継いだ」と永田。談論風発の歌

会で、次の世代の歌人たちを育て続ける。 

 

現代歌人協会賞を 親子受賞の永田家 

 永田家は一家４人がすべて歌人。妻の河野裕子は１９６９年に

角川短歌賞、７７年に戦後の生まれで初の現代歌人協会賞を受

けるなどした。長男の淳（３３）、長女の紅（３２）も「塔」の会員だ。

淳は出版社に勤務。紅は東京大で分子細胞生物学を研究する

農学博士で、父と同様、科学と短歌の両立の道を歩んでおり、母

の四半世紀後の２００１年に現代歌人協会賞を受けて、初の親

子受賞者としても話題になった。 

 一方、高安の生家は高安病院（閉鎖）。伯父の月郊（１８６９～１

９４４）は文芸評論家で、ノルウェーの劇作家イプセンを最初に日

本に紹介するなどした。叔父の六郎（１８７８～１９５９）は医師の

傍ら、歌舞伎や文楽といった関西古典芸能についての評論家と

しても活躍した。高安が文学を志した背景には母や、この伯父、

叔父の影響もあったとされる。高安の妻の和子（１９１２～９８）も

アララギや塔の会員の歌人だった。 

 

「塔」 批評し合う会員１０００人 

 「アララギ」は正岡子規（１８６７～１９０２）の短歌精神を継ぎ、

伊藤左千夫（１８６４～１９１３）らを中心に０８年に創刊。斎藤茂

吉、土屋文明らの指導で長塚節（１８７９～１９１５）や中村憲吉

（１８８９～１９３４）ら多くの優れた歌人を輩出したが、９７年に終
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読売新聞、THE DAILY YOMIURIの購読申し込み

刊となった。 

 「塔」は現在、会員約１０００人。歌会の参加者は事前に１人１首

ずつを世話人に送り、当日は全員分を無記名で並べたプリントを

見て、批評し合う。月刊短歌誌「塔」の選者は、吉川宏志、栗木京

子、真中朋久（４３）ら６人が務めている。 

文・浪川知子、文中敬称略   

（2007年08月22日  読売新聞） 
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